
第 18回画像の認識・理解シンポジウム

MIRU2015 LATEX2ε クラスファイルの使い方

画像 花子1,a) 認識 太郎2,†1,b) 理解 次郎2,c)

1. はじめに

MIRU2015 用 の pLATEX2ε ク ラ ス フ ァ イ ル ，

miru2015j.cls の使い方を説明します．本クラス

ファイルは，アスキー版 pLATEX2ε に基づいて作成してい

ます．

2. 原稿の書き方

2.1 言語

使用言語は，日本語または英語です．

2.2 ページ数

最大ページ数は，2ページです．超過したものは受け付

けられません．

2.3 概要とキーワード

概要とキーワードは省略して下さい．
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